
　
令
和
７
年
１
月
28
日
、
埼
玉
県
八
潮
市

で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
は
、
通
り
か

か
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
１
台
が
穴
に
転
落
し
、

運
転
手
が
未
だ
救
出
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。（
３
月
21
日
現
在
）

　
陥
没
事
故
の
原
因
は
、
県
南
部
12
市
町

の
生
活
排
水
を
処
理
す
る
下
水
管
に
お
い

て
、
処
理
施
設
に
近
い
八
潮
市
付
近
の
管

の
直
径
は
約
５
メ
ー
ト
ル
と
大
き
く
、
老

朽
化
に
よ
っ
て
管
の
破
損
か
ら
土
砂
が
流

出
し
た
こ
と
に
よ
る
陥
没
事
故
で
し
た
。

　
ま
た
２
月
に
は
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で

大
規
模
な
山
火
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
焼

　
毛
呂
山
町
合
併
70
周
年
か
ら
、

　
　
　
　
　
将
来
へ
さ
ら
な
る
発
展
を

失
面
積
２
９
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
焼
失
家

屋
は
１
０
０
棟
以
上
と
な
り
、
全
国
15
都

道
県
よ
り
各
消
防
本
部
が
駆
け
つ
け
る
事

態
と
な
り
、毛
呂
山
町
、鳩
山
町
、越
生
町

を
管
轄
す
る
西
入
間
広
域
消
防
本
部
も
要

請
に
応
じ
、大
船
渡
市
へ
ポ
ン
プ
車
両
と

と
も
に
２
隊
の
応
援
出
動
を
行
い
ま
し
た
。

大
船
渡
市
に
集
結
し
た
約
２
０
０
０
名
の

消
防
隊
員
の
懸
命
な
る
消
火
活
動
に
よ
っ

て
大
火
災
は
３
月
９
日
に
鎮
圧
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
は
、
昭
和
14
年
に
当
時
の
毛

呂
村
と
山
根
村
（
現
在
の
日
高
市
山
根
の

一
部
、葛
貫
、大
谷
木
、阿
諏
訪
、滝
ノ
入
）

が
一
緒
に
な
り
毛
呂
山
町
と
な
り
、
昭
和

30
年
に
毛
呂
山
町
と
当
時
の
川
角
村
が
合

併
を
し
て
現
在
の
毛
呂
山
町
と
し
て
発
展

し
て
参
り
ま
し
た
。（
川
角
の
地
名
の
由

来
は
、
越
辺
川
が
こ
の
地
域
で
大
き
く
曲

が
っ
て
い
る
た
め
、
川
の
角
か
ら
川
角
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
）

　
昭
和
30
年
の
合
併
か
ら
令
和
７
年
４
月

１
日
は
、
記
念
す
べ
き
満
70
年
を
迎
え
ま

す
。
昨
年
か
ら
「
合
併
70
周
年
記
念
」
と

い
う
冠
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
町
民
皆

さ
ま
と
合
併
70
周
年
の
気
運
を
高
め
、
２

月
８
日
に
は
大
野
元
裕
県
知
事
を
は
じ
め

と
し
て
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近

隣
の
市
長・町
長
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、

「
合
併
70
周
年
記
念
式
典
」を
多
く
の
町
民

皆
さ
ま
と
盛
大
に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
か
ら
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７・
６
と
い
う
「
能
登
半
島
地
震
」
が
発

生
し
、
災
害
関
連
死
を
含
む
５
４
９
名
に

及
ぶ
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
注
意
も
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
る
事
態
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
14
年
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
こ
の
間
に
は
熊
本
地
震
を
は
じ

め
と
し
て
日
本
中
で
大
き
な
地
震
が
頻
発

し
て
お
り
、
京
都
大
学
の
地
震
・
火
山
学

者
の
鎌
田
浩
毅
名
誉
教
授
は
「
日
本
を
取

り
巻
く
地
殻
で
１
０
０
年
時
計
が
動
き
出

し
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
10
年
以

内
で
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
」
と
、
日

本
が
大
地
変
動
の
時
代
で
あ
る
こ
と
を
力

説
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
正
12
年
に
発
生
し
た「
関
東
大
震
災
」

か
ら
既
に
１
０
２
年
と
な
り
ま
す
が
、
大

き
な
地
震
だ
け
で
な
く
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
風
水
害
や
大
規
模
火
災
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
災
害
等
、
ど
の
よ
う
な

災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
体
制
づ
く
り
が
全
国
自
治

体
の
一
番
の
課
題
で
す
。

　
令
和
７
年
度
を
「
危
機
管
理
の
徹
底
」

の
年
と
す
る
た
め
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

に「
ご
近
所
の
助
け
合
い
」を
合
わ
せ
ま
し

て「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毛呂山町長 井上 健次

令和７年度

　施政方針

３月９日に行われた第二団地防災訓練にて



　
令
和
７
年
度
は
、
３
年
目
の
「
健
幸
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
と
な
り
ま
す
が
、
町

民
皆
さ
ま
に
は
40
代
・
50
代
の
頃
か
ら
１

日
８
０
０
０
歩
を
目
標
に
歩
い
て
い
た
だ

き
、「
歩
い
て
健
幸
」
を
合
い
言
葉
に
、

心
身
と
も
に
健
康
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け

る
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
毛
呂
山
町
は
昭
和
30
年
の
合
併
以
降
、

東
武
越
生
線
の
運
行
と
埼
玉
医
科
大
学
病

院
を
有
す
る
「
医
療
と
福
祉
の
町
」
を
推

し
す
す
め
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
第
一

団
地
か
ら
始
ま
る
住
宅
開
発
に
よ
り
市
街

化
区
域
を
広
げ
て
、
人
口
も
４
万
人
に
迫

る
発
展
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
の
後
半
か
ら
、
平
成
初
期
に

毛
呂
山
町
に
転
入
さ
れ
ま
し
た
多
く
の
町

民
皆
さ
ま
の
人
口
動
態
を
見
れ
ば
、
当
然

に
高
齢
の
年
齢
層
が
多
く
な
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
化
率
も
行
政
区
に
よ
っ
て
は

40
％
を
超
え
る
地
域
が
増
え
、
介
護
を
予

防
す
る
健
康
へ
の
取
り
組
み
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
毛
呂
山
町
で

は
、
令
和
５
年
３
月
27
日
に
「
健
幸
づ
く

り
の
ま
ち
宣
言
」
を
行
い
、「
歩
こ
う
よ
！

健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
」
を
埼
玉
医
科

大
学
の
絶
大
な
る
協
力
を
い
た
だ
き
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
が
、歩
く
こ
と
に
よ
る
効

果
は
期
待
以
上
に
大
き
く
、
健
康
長
寿
優

秀
市
町
村
で
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
毛
呂
山
町
当
初
予
算
は

１
１
８
億
６
０
０
万
円
の
過
去
最
大
の
予

算
と
な
り
、
私
が
町
長
に
就
任
し
た
平
成

23
年
当
時
の
予
算
か
ら
約
20
億
円
の
予
算

を
上
乗
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
要
因
は
企
業
進
出
に
よ
る
固
定
資
産

税
な
ど
の
財
源
確
保
が
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
第
六
次
毛
呂
山
町
総
合

振
興
計
画
に
基
づ
い
た
町
政
運
営
と
な
り

ま
す
が
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
①
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

②
未
来
を
担
う
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
③
健
幸
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
３
本

の
柱
を
掲
げ
、「
み
ん
な
で
つ
く
る　
住

み
や
す
い
ま
ち　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

も
ろ
や
ま
」
の
実
現
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　
特
に
、
令
和
７
年
度
予
算
に
お
け
る
子

育
て
支
援
策
は
、
毛
呂
山
町
独
自
の
施
策

も
含
め
て
近
隣
市
町
村
と
比
較
し
て
も
多

く
盛
り
込
ん
で
お
り
、
企
業
誘
致
に
よ
る

財
源
を
子
育
て
に
充
て
る
こ
と
で
成
り
立

た
せ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
減
少
は
、
若
者
や
子
育
て
世

帯
の
減
少
で
あ
り
、
商
店
や
生
活
に
必
要

な
施
設
や
機
能
の
低
下
か
ら
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
こ

の
毛
呂
山
町
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者

多
数
の
大
手
企
業
誘
致
に
成
功
！

　
企
業
に
よ
る
税
収
増
か
ら

　
　
　
　
　
　
子
育
て
施
策
Ｎ
Ｏ
．１

の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
生
活
に
も
直

結
す
る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
対
策
は
最
大

な
る
高
齢
者
福
祉
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
、
合
併
70
周
年
と
い
う

節
目
の
年
か
ら
将
来
の
「
輝
か
し
い
毛
呂

山
町
」
へ
と
進
め
る
第
一
歩
と
な
る
年
で

す
。
毛
呂
山
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
度
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令和７年度から始まる新しい事業

子化対策プロジェクト少

結婚を機に毛呂山町で新生活を始める方に対して、賃貸住宅費
用等の支援を行います。

来を担う子ども育成プロジェクト未

町立中学校の修学旅行費無償化により、毛呂山町で学ぶ中学生
に思い出をプレゼントします。

その他

大規模災害時の避難所のトイレ問題の解決に向けて、安全で快
適なトイレ環境を提供します。

■結婚新生活支援事業

幼児教育・保育無償化の対象外である第２子の保育料について
負担軽減を図ります。

■子育て世帯住宅支援事業
町営住宅を活用した子育て世帯への住宅支援を行います。

■保育料負担軽減事業

■中学生修学旅行費無償化事業

■災害用トイレトラック導入事業


